
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙 GF/C

固相抽出

Oasis HLB Plus, 225 mg、3mL/分
ろ液、ろ液受け器洗いこみ精製水10mL、精製水、

ろ紙抽出液、精製水10mLの順に通液

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

希釈

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 10mL
超音波 1分間

×2回

溶出

100mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 5.0g

[2] アルキル(ベ
ンジル)(ジメチ

ル)アンモニウム

の塩類（アルキ
ル基の炭素数が
12、14又は16の
もの）

【水質】

水質試料 洗浄

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 10mL
採取容器を55℃で15分間

洗いこんだ後に通液

ろ液

残渣 溶媒抽出

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [2-1] 0.72
   [2-2] 0.47
   [2-3] 0.41

分析条件：
 機器

   LC：Shimadzu LC20A Series

   MS：AB Sciex API3200 Qtrap

 カラム

   InertSustain C18
   50m×2.1mm、3μm

定容

精製水 10mL×2回
1回目は容器洗いこみ後
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ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
10mL

精製水 35mL

ろ過


